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図2 カルマン渦列｡(癖 概念臥 (b)ci奥出氏による可視化写真2).dは円柱直径,xは流れ方
向の座標｡
-'･. ～_ ･ ･′ - ∴ ∴図3二次元混合層｡仕切り板の後端から染料を流し,下流での流れ模様を見る｡渦の中の斜線は乱れた領域であるが,その中でも矢印で示したような秩序運動がある｡
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(2)すでにぬりつぶされた目を+1, その周囲を- 1, それ以外の空白の部分を○とおく｡
(3)-1の全ての目の中から,乱数によって1つを選び出し,それを+1に変更する｡同時
にそのまわりの0を-1に変更する｡
(4)パラメータとしては,先端優先率 Rを用いる｡すなわち,各先端は,各側面よりR 倍
伸びやすいとする｡
図1は,新たに伸びた目の中心を各ステップ毎に直線で結んだものである｡
2.FractalDimension
このようにして得られたパターンの FractalDimension･を測定してみる｡海岸線の長さを
測る要領で,パターンを長さでの物差しで覆ったとき,全周を覆いつくすためにはN(符)個の
物差しが必要であるとするOもL logN(ヤ)と logでの関係が直線であらわされるならば,こ
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